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※概要（Summary ）： 

Ag ナノ粒子をガラス基板上に形成し、SiAlON 蛍

光体を分散したガラス薄膜の発光増強を行った。Ag

ナノ粒子を有するガラス基板は 450～500nm 近傍に

プラズモン共鳴が確認され、Ag ナノ粒子のない基板

より SiAlON の発光強度は弱くなったものの、発光効

率が 1.3 倍程度に増強されることが確認された。 
※実験（Experimental）： 

カバーガラス上に Ag 薄膜を厚さ 4nm に蒸着し、ヘ

リコンスパッタリング装置熱処理を行った。これによ

って、島状のナノ銀粒子が基板上に形成された。この

基板上に、蛍光体分散ガラス薄膜を作製した。蛍光体

には Eu2+ドープ-SiAlON 黄色蛍光体を用いた。蛍光

体を遊星ボールミルで粉砕し、異なるサイズの粉末と

した。テトラエトキシシランを原料としたゾル溶液に

SiAlON を添加し、撹拌を行った。Ag ナノ粒子基板

上にスピンコートし、乾燥し、蛍光体分散ガラス薄膜

を得た。得られた膜について、蛍光測定を行った。 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

まず、作製した銀の基板には銀の酸化を防ぐために、

TiO2のコーティング 1 あるいは 2 nm を行った。しか

しながら、コーティングを行うことによって Ag のプ

ラズモン波長が50～100 nm程度長波長側にシフトし

てしまい、蛍光体の励起波長とはあまり一致しなくな

るので、TiO2のコーティングは行わず、Ag 粒子その

ままの基板を使用することを決めた。 

 SiAlON 蛍光体として約 0.2 m の粒径及び約 2 m

の粒径を有するものの二種類を用いた。図 1 には、450 

nm で励起したときの蛍光スペクトルを示す。 

蛍光体粒子サイズが大きい方が発光強度は強くなっ

ていることがわかる。また Ag 基板を用いた場合には、

励起光が Ag ナノ粒子で吸収されるため、発光が弱く

なってしまった。実際に励起に用いられた光の強度か

ら発光効率を求めると 1.3 倍程度 Ag 基板の方が高い

発光効率を示すことが確認された。プラズモン波長と

蛍光の励起波長を

一致させることに

よって発光強度が

見かけ上低くなっ

てしまい、発光増

強はほとんど起こ

らなかった。プラ

ズモン増強が起こ

っている面積がナ

ノ粒子近傍に限ら

れているのでサイ

ズの大きな蛍光体を増強できないものと考えられる。 
※その他・特記事項（Others）： 

今後は、EB を用いた銀の構造作製によって、これま

でより大面積でのプラズモンを誘起し、また増強度も高

めることで、高い増強効果を目指す。また、プラズモン

波長を励起波長の約 2倍程度とすることで二光子励起を

利用した増強効果について調査する。 
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図 1  異なる 粒径を有 する

SiAlON 分散ガラス薄膜の蛍光ス

ペクトル 
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